
あ
き
公
民
館
だ
よ
り 

１
０
月
号 

“

こ
の
冬
は
暖
冬
傾
向 

一
時
的
に
大
雪
も
” 

気
象
庁
長
期
予
報 

連
日
、
季
節
外
れ
の
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
気

象
庁
の
長
期
予
報
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
冬
は
日
本
付

近
に
寒
気
が
流
れ
込
み
に
く
く
、
全
国
的
に
気
温
が
平

年
よ
り
高
く
、
降
雪
量
も
少
な
く
な
る
見
込
み
で
す
。 

 

気
象
庁
は
「
暖
冬
傾
向
を
予
想
し
て
い
る
が
、
一
時

的
な
寒
気
の
流
れ
込
み
で
大
雪
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す 

気
象
庁 

“
気
温 

平
年
よ
り
高
く 

降
雪
量
少
な
い

見
込
み” 

 

 

気
象
庁
が
１
９
日
に
発
表
し
た
こ
と
し
１
２
月
か
ら

来
年
⒉
月
に
か
け
て
の
冬
の
長
期
予
報
に
よ
り
ま
す

と
、
上
空
の
偏
西
風
が
日
本
付
近
で
蛇
行
し
て
平
年
よ

り
も
北
を
流
れ
る
と
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
西
高
東

低
」
の
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
る
の
は
一
時
的
な
た

め
、
東
日
本
、
西
日
本
と
沖
縄
・
奄
美
を
中
心
に
寒
気

が
流
れ
込
み
に
く
く
な
る
見
込
み
で
す
。 

■
冬
の
平
均
気
温
は 

▽
東
日
本
と
西
日
本
、
沖
縄
・
奄
美
で
「
平
年
よ
り
高

い
」
と
み
ら
れ
、 

▽
北
日
本
で
「
平
年
並
み
か
高
い
」
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。 

■
冬
型
の
気
圧
配
置
が
弱
い
こ
と
か
ら
、
期
間
を
通
し

て
の
降
雪
量
は 

▽
東
日
本
と
西
日
本
の
日
本
海
側
で
「
少
な
い
」
と
予

想
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、 

▽
北
日
本
の
日
本
海
側
で
「
平
年
並
み
か
少
な
い
」
見

込
み
で
す
。 

■
降
水
量
は 

▽
東
日
本
の
太
平
洋
側
と
西
日
本
で
「
平
年
並
み
か
多

い
」 

▽
北
日
本
、
東
日
本
の
日
本
海
側
、
沖
縄
・
奄
美
で

「
ほ
ぼ
平
年
並
み
」
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す 

 

偏
西
風
の
蛇
行
の
要
因
に
つ
い
て
気
象
庁
は
、
南
米
・

ペ
ル
ー
沖
の
赤
道
付
近
の
太
平
洋
で
海
面
水
温
が
高
く

な
る
こ
と
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
付
近
雨
雲
が
発
達
し
に
く

く
な
る
「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
」
と
、
イ
ン
ド
洋
西
部
で
海

面
水
温
が
上
が
っ
て
雨
雲
が
発
達
し
や
す
く
な
る
「
正
の

イ
ン
ド
洋
ダ
イ
ポ
ー
ル
モ
ー
ド
現
象
」
の
影
響
だ
と
し
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
冬
に
つ
い
て
気
象
庁
は
、
「
暖
冬
傾
向
と
予
想
し

て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
夏
、
記
録
的
な
高
さ
と

な
っ
た
日
本
海
の
海
面
水
温
が
、
冬
も
平
年
に
比
べ
て
高

い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
時
的
に
寒
気
が

流
れ
込
む
と
雪
雲
が
発
達
し
や
す
く
な
る
と
し
て
い
ま

す
。 

 

気
象
庁
異
常
気
象
情
報
セ
ン
タ
ー
の
楳
田
貴
郁
所
長

は
「
上
空
に
寒
気
の
影
響
や
日
本
の
東
で
低
気
圧
が
発
達

し
た
場
合
、
一
時
的
な
大
雪
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
最

新
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

 

な
ぜ
日
本
海
側
は
雪
が
多
く
降
る
の
か 

日
本
海
側
の

大
雪
の
原
因
は
温
か
い
対
馬
海
流
か
ら
沢
山
の
水
蒸
気

が
発
生
し
て
雲
と
な
り
季
節
風
で
日
本
列
島
ま
で
運
ば

れ
、
こ
の
運
ば
れ
た
雲
が
日
本
の
脊
梁
山
脈
に
ぶ
つ
か
っ

て
さ
ら
に
上
昇
し
、
大
量
の
雪
雲
に
変
化
す
る
た
め
に
日

本
海
側
に
大
雪
が
降
る
と
さ
れ
る
。 

 

「
偏
西
風
は
」
地
球
を
西
か
ら
東
に
強
く
吹
く
風
の
こ
と

で
す
。 

 

地
球
は
球
体
で
あ
る
が
故
、
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
は
海
水

の
温
ま
り
方
が
異
な
り
ま
す
。 

 

海
水
が
暖
め
ら
れ
る
こ
と
で
上
昇
気
流
を
生
み
出
し
、

温
め
ら
れ
た
海
水
は
い
ず
れ
冷
却
さ
れ
る
の
で
す
が
、
こ

の
時
に
生
じ
た
変
化
が
「
偏
西
風
」
と
な
る
の
で
す
。 

 

こ
の
現
象
は
、
ス
ト
ロ
ー
で
空
気
を
吹
き
出
す
と
最
初

は
暖
か
い
の
で
す
が
だ
ん
だ
ん
と
冷
却
さ
れ
て
冷
た
い

空
気
に
な
る
現
象
と
同
じ
で
す
。 

 

こ
の
気
圧
差
が
偏
西
風
の
招
待
で
暖
か
い
場
所
か
ら

冷
た
い
場
所
へ
と
空
気
の
流
れ
が
移
動
す
る
際
に
生
じ

る
温
度
差
が
「
偏
西
風
」
と
い
う
強
い
風
に
な
り
ま
す
。 

 

 

「
季
節
風
」
は
、「
季
節
に
よ
っ
て
吹
く
方
向
を
変
え
る
風

の
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

大
陸
と
海
洋
の
温
度
差
が
原
因
で
起
こ
る
現
象
で
、
平
均

し
て
、
冬
は
大
陸
か
ら
海
洋
に
向
か
っ
て
吹
き
、
夏
は
海

洋
か
ら
大
陸
に
向
か
っ
て
吹
き
ま
す
。 

 

東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
に
「
季
節
風
」
が
吹
き
や
す
く
、

乾
季
や
雨
季
が
生
じ
る
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ラ
ビ
ア
海
で
は
、
夏
に
な
る
と
南
西
の
風
が
吹
き
、

秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
北
東
の
風
が
吹
き
ま
す
。 

こ
の
こ
と
が
、
沿
岸
諸
国
の
海
上
貿
易
や
海
上
交
通
に
、

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
季
節
」
を
意
味
す

る
、
「
マ
ウ
ス
ィ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
、
「
モ
ン
ス
ー
ン
」

と
い
う
言
葉
に
な
り
、「
季
節
風
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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最
近
世
界
各
地
で
地
震
が
発
生
を
し
て
い
ま
す
。
新
聞
で

も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
富
士
山
噴
火
、
首
都
直
下
型
地
震

な
ど
を
警
戒
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

大
分
県
に
関
係
の
あ
る
過
去
の
地
震 

① 

日
向
灘
地
震 

② 

南
海
ト
ラ
フ
地
震 

③ 

周
防
灘
地
震 

④ 

別
府
湾
・
日
出
断
層
地
震 

■ 

過
去
の
日
向
灘
地
震
発
生
時
期 

１
４
９
８
年
日
向
灘
地
震 

１
６
６
２
年
日
向
灘
地
震
（
１
６
４
年
後
） 

１
７
９
６
年
日
向
灘
地
震
（
１
３
４
年
後
） 

※
過
去
１
０
０
年
以
内
Ｍ
６
．
０
以
上
は
２
６
回 

大
分
県
で
は
、
一
番
発
生
し
て
い
る
地
震
が
日
向
灘
地
震
。 

１
５
９
６
年
慶
長
豊
後
灘
地
震
（
別
府
湾
） 

別
府
湾
に
あ
っ
た
久
米
島
と
瓜
生
島
（
沖
浜
と
呼
ば
れ

た
海
岸
の
港
町
）
が
沈
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

古
文
書
に
よ
る
と
以
下
の
地
域
に
津
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。 

〇
杵
築
市 

奈
多
八
幡
社 

（
約
６
ｍ
） 

〇
別
府
市 

１
０
号
線
付
近
（
約
４
～
５
ｍ
） 

 

〇
大
分
市 

沖
浜
プ
ラ
ザ
（
春
日
浦
）
（
約
４
～
５
ｍ
） 

 

１
７
０
７
年
宝
永
地
震
（
宝
永
４
年
南
海
地
震
） 

古
文
書
よ
り
予
測
し
た
津
波
の
高
さ 

〇
安
岐
町 

賀
茂
神
社
（
約
４
ｍ
） 

〇
杵
築
市 

奈
多
八
幡
社
（
約
６
ｍ
以
下 

〇
杵
築
市 

納
屋
’
（
漁
村
）
（
約
４
～
５
ｍ
） 

〇
大
分
市 

上
野
丘
麓
あ
た
り
（
約
４
～
５
ｍ
） 

〇
大
分
市 

原
浦 

（
約
４
ｍ
） 

〇
臼
杵
市 

臼
杵
石
仏
（
約
１
０
ｍ
） 

〇
臼
杵
市 

荒
田
地
区
（
約
４
～
６
ｍ
） 

〇
佐
伯
市 

米
水
津
（
養
福
寺
）
（
約
１
１
．
５
ｍ
） 

１
８
５
４
年 

安
政
南
海
地
震 

１
９
４
６
年
（
昭
和
２
１
年
）
南
海
地
震 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
７
０
～
８
０
％
、
２
０~

３
０
年
で
発
生
す
る
と
予
想 

 

周
防
灘
地
震 

［
周
防
灘
断
層
帯
主
部
区
間
］ 

 

地
震
の
規
模 

： 

Ｍ
７
．
６
程
度 

 

地
震
発
生
確
率
： 

今
後
３
０
年
以
内
に
、
２
％
～

４
％ 

 

（
地
震
発
生
確
率
値
の
留
意
点
） 

 
 

平
均
活
動
間
隔
：
概
ね
５
８
０
０
年
～
７
５
０
０
年 

 

最
新
活
動
時
期
： 

約
１
１
０
０
０
年
前
以
後
、
約
１

０
０
０
０
年
前
以
前 

 

   

三
浦
梅
園
生
誕
３
０
０
年
祭
り
イ
ベ
ン
ト 

「
天
地
万
物
に
コ
ト
ワ
リ
有
り
！
」 

＊
＊ 

梅
園
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＊
＊
＊  

１
０
／
１
３
（
金
）
９
：
０
０~

開
会
式
が
あ
り
、
そ
の
後 

安
岐
中
央
小
学
校
６
年
生
、
安
岐
中
学
校
１
年
生
に
よ

る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
の
た
め
に
西
武
蔵

の
梅
園
資
料
館
で
岩
見
館
長
か
ら
説
明
を
聞
き
勉
強
を

し
て
一
人
一
人
の
役
割
で
勉
強
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
良
く
理
解
で
き
る
内
容
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
別
府
大
学
特
任
教
授
（
飯
沼 

賢
司
先
生
）・

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
（
平
井
正
則
先
生
）
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
飯
沼
先
生
は
、
国
東
の
地
で
の
梅
園
先
生

の
活
動
を
羅
漢
寺
の
禅
海
和
尚
の
青
の
洞
門
を
開
通
し

た
内
容
を
記
述
し
て
記
録
が
残
っ
て
い
る
等
の
話
を
さ

れ
ま
し
た
。 

 

平
井
先
生
は
、
杵
築
藩
の
麻
田
剛
立
と
の
天
文
学
に
つ

い
て
の
講
演
を
さ
れ
、
昔
の
暦
を
作
成
す
る
た
め
に
太
陽

の
影
を
観
測
し
て
正
確
に
夏
至
や
冬
至
等
の
日
に
ち
を

突
き
止
め
た
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

前
列
に
一
般
の
見
学
者
、
後
列
に
小
学
生
、
中
学
生
が 

熱
心
に
発
表
講
演
を
着
て
い
ま
し
た
。 

 

市
文
化
財
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
準
備
で
、
講
演
会

も
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

    

年月日 マグニチュード 

1929・5/22 Ｍ6.9 

1931.11/2 Ｍ7.1 【３年】 

1939.3/20 Ｍ3.9 【８年】 

1941.11/19 Ｍ7.2 【２年】 

1968.4/1 Ｍ7.5【２７年】 

1969.4/2 Ｍ6.5 【１年】 

1970.7/26 Ｍ6.7 【１年】 

1984.8/7. Ｍ7.1【１４年】 

1987.3/18 Ｍ6.6 【３年】 

1996.10/19 Ｍ6.9 【９年】 

1996.12/3 Ｍ6.5 【０年】 

2002.11/4 Ｍ5.9 【６年】 

2006.3/7 Ｍ5.5 【４年】 

2022.1/22 Ｍ6.6【１６年】 


